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イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
計
画

中
止
、
辺
野
古
基
地
建
設
の
設

計
変
更
、
北
東
ア
ジ
ア
情
勢
な

ど
、
日
本
の
安
全
保
障
に
と
っ

て
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
安
保
破
棄
中
央

実
行
委
員
会
事
務
局
長
の
東
森

英
男
さ
ん
に
寄
稿
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。（
見
出
し
は
編
集
部
）東森さん

い
ま
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
世
界
と
日

本
は
未
曽
有
の
危
機
に
直
面
し
て

い
ま
す
。

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
安
倍
政

権
の
も
と
で
、
国
民
の
命
と
健
康

が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
事
態
の
背
景
に
は
、
か

つ
て
8
5
2
以
上
あ
っ
た
全
国
の

保
健
所
が
現
在
4
7
2
に
削
減
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
み
ら
れ
る
よ
う

な
、
歴
代
政
権
が
強
行
し
て
き
た

新
自
由
主
義
政
策
に
よ
る
「
効
率

至
上
主
義
」の
政
策
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
政
府
の
貧
弱
な
補
償
制
度

の
も
と
で
の
「
自
粛
要
請
」
の
な

か
、
中
小
業
者
の
廃
業
、
労
働
者

の
首
切
り
な
ど
低
所
得
者
層
に
深

刻
な
危
機
の
押
し
つ
け
が
続
い
て

い
ま
す
。

一
方
で
、
増
大
す
る
軍
事
費
が

大
き
な
問
題
で
す
。
今
年
度
の
軍

事
費
は
5
兆
3
1
3
3
億
円
、
中

期
防
衛
力
整
備
計
画
で
は
2
0
1

9
〜
23
年
度
に
27
兆
4
7
0
0
億

円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
1
機
1
6
0
億
円
と
い
う
攻

撃
型
最
新
鋭
戦
闘
機
Ｆ
35
を
1
4

7
機
も
�
爆
買
い
�
す
る
ト
ラ
ン

プ
政
権
い
い
な
り
の
結
果
で
す
。

「
コ
ロ
ナ
後
」
の
日
本
の
政
治

は
、
大
軍
拡
予
算
を
削
っ
て
、
本

当
に
国
民
と
労
働
者
の
命
と
安

全
、
暮
ら
し
が
最
優
先
さ
れ
る
政

治
を
実
現
す
る
こ
と
、
憲
法
を
生

か
し
た
平
和
の
構
築
に
こ
そ
求
め

ら
れ
ま
す
。

国
連
の
グ
テ
ー
レ
ス
事
務
総
長

は
今
年
3
月
23
日
、
世
界
が
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う「
共
通
の
敵
」

に
立
ち
向
か
う
な
か
、
難
民
や
女

性
、
子
ど
も
を
守
る
こ
と
に
集
中

す
る
た
め
、
「
世
界
の
あ
ら
ゆ
る

場
所
で
の
即
時
停
戦
」
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。
世
界
を
こ
の
方
向
に

向
け
て
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

秋田県庁前でのイージス・アショア配備反対行動

河
野
防
衛
大
臣
が
イ
ー
ジ
ス
・

ア
シ
ョ
ア
計
画
中
止
の
理
由
と
し

た
の
は「
期
間
と
コ
ス
ト
」で
す
。

「
期
間
と
コ
ス
ト
」を
言
う
な
ら
、

辺
野
古
新
基
地
は
さ
ら
に
大
き
な

無
駄
遣
い
で
す
。

防
衛
省
は
2
0
1
9
年
12
月
、

辺
野
古
新
基
地
計
画
に
つ
い
て
の

設
計
変
更
案
を
示
し
ま
し
た
。
変

更
の
最
大
の
理
由
は
、
滑
走
路
予

定
区
域
の
大
浦
湾
に
広
が
る
海
底

軟
弱
地
盤
の
改
良
工
事
で
す
。
総

工
費
は
予
定
の
3
5
0
0
億
円
か

ら
2
・
7
倍
の
9
3
0
0
億
円
に
、

埋
め
立
て
工
期
は
当
初
の
5
年

（
2
0
1
8
〜
2
0
2
3
）
か
ら

9
年
3
カ
月
に
延
び
、
完
成
ま
で

12
年
と
し
て
い
ま
す
。
日
米
合
意

で
2
0
2
2
年
を
め
ど
と
さ
れ
た

普
天
間
基
地
の
「
辺
野
古
移
設
」

は
2
0
3
0
年
以
降
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

こ
の
変
更
案
に
も
と
づ
く
設
計

概
要
変
更
申
請
が
今
年
4
月
に
沖

縄
県
に
出
さ
れ
、
現
在
審
査
中
で

す
が
、
玉
城
知
事
は
承
認
し
な
い

姿
勢
で
あ
り
、
工
事
期
間
は
さ
ら

に
延
び
、
費
用
も
増
え
る
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
安
倍
政
権

が
辺
野
古
新
基
地
の
理
由
と
す
る

「
普
天
間
基
地
の
危
険
性
除
去
」

は
遠
の
く
ば
か
り
で
す
。

完
成
の
見
通
し
が
立
た
ず
、
完

成
後
に
陥
没
の
可
能
性
が
あ
る
新

基
地
は
き
っ
ぱ
り
と
断
念
し
、
普

天
間
基
地
は
無
条
件
で
返
還
す
べ

き
で
す
。

秋
田
県
と
山
口
県
に
配
備
が
予

定
さ
れ
て
い
た
陸
上
配
備
の
ミ
サ

イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
「
イ
ー
ジ
ス

・
ア
シ
ョ
ア
」
は
、
住
民
の
た
た

か
い
と
世
論
の
力
で
計
画
停
止
に

追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。

秋
田
・
山
口
で
は
こ
の
間
、地
元

住
民
な
ど
が
粘
り
強
い
反
対
運
動

に
と
り
く
み
、
両
県
で
は
2
0
1

9
年
の
参
院
選
で
配
備
反
対
の
野

党
統
一
候
補
が
擁
立
さ
れ
、
秋
田

で
は
当
選
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

計
画
停
止
は
こ
れ
ら
の
配
備
反
対

の
世
論
と
運
動
の
結
果
で
す
。

イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
計
画
は
、

「
米
国
製
兵
器
爆
買
い
」
の
一
環

で
あ
り
、
し
か
も
ア
メ
リ
カ
本
土

を
防
衛
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

ア
メ
リ
カ
の
戦
略
問
題
研
究
所

（
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）
の
報
告
書
（
2
0

1
8
年
5
月
）
で
、
イ
ー
ジ
ス
・

ア
シ
ョ
ア
は「
太
平
洋
の
盾
」と
、

米
国
本
土
防
衛
が
目
的
で
あ
る
こ

と
を
明
言
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
計
画
に
1
兆
円
近
く
を
費
や

そ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
「
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ

ョ
ア
」
の
レ
ー
ダ
ー
や
ミ
サ
イ
ル

は
開
発
中
で
あ
り
、
実
用
性
に
も

疑
問
が
出
て
い
ま
し
た
。
河
野
大

臣
が
今
回
停
止
の
理
由
と
し
た
、

ブ
ー
ス
タ
ー
（
推
進
装
置
）
の
落

下
に
関
す
る
技
術
的
な
不
備
に
つ

い
て
も
、
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て

い
た
も
の
で
す
。

今
回
の
計
画
停
止
は
、
米
国
言

い
な
り
の
無
謀
で
ず
さ
ん
な
計
画

全
体
が
破
綻
し
た
も
の
で
す
。

安
倍
政
権
に
よ
る
大
軍
拡
は
、

中
国
や
北
朝
鮮
な
ど
の
動
き
に
よ

る
「
安
全
保
障
環
境
の
悪
化
」
を

理
由
と
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
国
際
協
調
が
求
め

ら
れ
る
な
か
、
中
国
が
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
と
領
有
権
を
争
う
南
シ
ナ

海
へ
の
不
当
な
主
張
を
強
め
、
軍

事
活
動
を
強
め
て
い
る
こ
と
は
大

き
な
問
題
で
す
。
ま
た
、
中
国
の

公
船
が
日
本
と
領
有
権
を
争
う
尖

閣
諸
島
の
領
海
に
頻
繁
に
侵
入

し
、
緊
張
を
高
め
て
い
る
こ
と
も

許
さ
れ
ま
せ
ん
。

2
0
1
8
年
の
韓
国
・
北
朝
鮮

に
よ
る
南
北
首
脳
会
談
に
よ
る
平

和
の
流
れ
が
停
滞
し
、
北
朝
鮮
の

核
問
題
解
決
が
困
難
に
な
っ
て
い

る
こ
と
も
大
き
な
問
題
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
動
向
に

対
し
て
日
本
が
、
米
国
と
一
体
に

な
っ
て
軍
事
対
応
を
強
め
る
こ
と

で
問
題
が
解
決
で
き
る
で
し
ょ
う

か
。
中
国
や
北
朝
鮮
の
動
向
は
、

韓
国
と
日
本
に
あ
る
米
軍
基
地
と

そ
の
攻
撃
能
力
と
深
く
か
か
わ
っ

て
い
ま
す
。

い
ま
日
本
に
求
め
ら
れ
て
い
る

の
は
、
米
軍
の
太
平
洋
戦
略
と
一

体
と
な
っ
た
軍
備
強
化
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
「
紛
争
を
戦
争
に
発
展

さ
せ
な
い
」
を
理
念
と
す
る
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
連
合（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）

を
現
実
の
手
本
と
し
て
、
北
東
ア

ジ
ア
に
平
和
の
枠
組
み
を
つ
く
る

た
め
に
努
力
す
る
こ
と
で
す
。

「
安
倍
9
条
改
憲
」
を
阻
止
し

て
、
憲
法
9
条
を
生
か
し
た
日
本

の
役
割
を
み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ

う
。

空母への改修が狙われる護衛艦いずも
出典：海上自衛隊ホームページ

自
民
党
の
国
防
部
会
と
安
全
保

障
調
査
会
は
7
月
31
日
、
イ
ー
ジ

ス
・
ア
シ
ョ
ア
の
配
備
撤
回
を
受

け
て
、
政
府
に
対
し
て
「
敵
基
地

攻
撃
能
力
」
の
保
有
を
求
め
る
提

言
を
了
承
し
ま
し
た
。

「
敵
基
地
攻
撃
能

力
」
の
検
討
は
、
こ

れ
ま
で
何
度
か
自
民

党
か
ら
政
府
に
提
言

さ
れ
ま
し
た
が
、
採

用
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。「

敵
基
地
攻
撃
能

力
」
と
は
、
弾
道
ミ

サ
イ
ル
の
発
射
基
地

な
ど
敵
の
基
地
を
直

接
、
攻
撃
で
き
る
能

力
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
敵
が

日
本
へ
の
攻
撃
に

「
着
手
」
し
た
後
に

反
撃
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
攻
撃
が
な
い

段
階
で
敵
基
地
を
攻
撃
す
る
国
際

法
違
反
の
「
先
制
攻
撃
」
と
は
違

う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

何
を
も
っ
て
日
本
へ
の
攻
撃
の
着

手
と
す
る
の
か
不
明
確
で
、
先
制

攻
撃
と
区
別
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
政
府
は
、
相
手
基
地

へ
の
攻
撃
は
米
軍
に
ゆ
だ
ね
、「
敵

基
地
攻
撃
能
力
」
は
政
策
的
に
保

有
し
な
い
と
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
一
方
で
す
で
に
、
敵
基
地
攻

撃
が
で
き
る
長
距
離
ミ
サ
イ
ル

や
、
こ
れ
を
搭
載
で
き

る
Ｆ
35
戦
闘
機
な
ど
を

導
入
し
、
「
い
ず
も
」

型
護
衛
艦
の
空
母
へ
の

改
造
を
す
す
め
て
い
ま

す
。今

後
、
「
敵
基
地
攻

撃
能
力
」
を
政
策
と
し

て
認
め
れ
ば
、
監
視
衛

星
、
無
人
偵
察
機
、
電

子
攻
撃
機
な
ど
の
兵
器

を
保
有
す
る
こ
と
と
な

り
、
さ
ら
な
る
大
軍
拡

と
軍
事
予
算
の
膨
張
を

招
き
ま
す
。
こ
れ
は
、

ア
メ
リ
カ
の
太
平
洋
戦

略
を
肩
代
わ
り
的
に
担

う
も
の
で
、
日
米
の
軍

事
一
体
化
が
さ
ら
に
進
む
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
動
き
は
、
安
倍
首
相
が
執

拗
に
狙
っ
て
い
る
憲
法
9
条
改
悪

に
よ
る
、
文
字
通
り
「
戦
争
す
る

自
衛
隊
」
へ
の
道
で
す
。

求

人

軍
事
一
体
化
が
さ
ら
に
進
行

「敵基地攻撃能力」で
大軍拡と軍事予算が膨張

９
条
改
悪
と
戦
争
す
る
自
衛
隊
へ

米
国
い
い
な
り
の
計
画

イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
は
停
止

辺
野
古
新
基
地
は
断
念

普
天
間
は
無
条
件
で
返
還
を

北
東
ア
ジ
ア
の
安
全
に

必
要
な
の
は
平
和
の
枠
組
み


